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はじめに  

 本年度の埼玉医科大学市民公開講座の年間テーマは『若さを保つ』

ですので、今回は体の隅々まで栄養や酸素を補給し、老廃物を回収す

る血管系に焦点を当て、動脈硬化を予防して血管の若さを保つことを

考えてみたいと思います。血管系は心臓をポンプとして体中には張り

巡らされたネットワークで、肺でガス交換（炭酸ガスと酸素の交換）

を行う肺循環系と、脳、肝・腎などの内臓諸臓器、四肢等、体の隅々

まで栄養や酸素を補給する体循環系があります。一般的に年齢と関係

して血管の変化が進むのは体循環系の動脈であり、よく水道管に例え

られています。老朽化した水道管では管の内側に腐蝕物が蓄積し、内

腔が狭小化してきますが、血管の場合は動脈硬化により、内腔が狭く

なり、末梢への循環不全から心血管病、脳血管障害、閉塞性動脈硬化

症など様々な疾患の原因になります。一方、静脈系には経年的変化に

よる血管の硬化はおこりません。今回は｢血管の若さを保つ｣ためにと

いうテーマですので、動脈硬化の抑制という観点から、最近注目され

ている慢性腎臓病（Chronic Kidney Disease：CKD）という新しい病気

の概念、およびその対策の現状を紹介いたします。  

 

 

 



１．慢性腎臓病（CKD）とは？   

 慢性腎臓病（CKD）とは、腎臓の障害を示す明らかな所見（たんぱ

く尿などの尿異常、および画像診断で発見される腎形成不全や多発性

のう胞腎などの所見）や腎機能の低下が慢性的に（3 カ月以上）続く

状態を総称する言葉です。従来から、腎臓の病気は尿異常で発見され

る以外は自覚症状が乏しく、腎臓病を放置したままにしておくと、中

には末期腎不全に進行してしまう人もいます。その場合には、人工透

析（血液透析や腹膜透析）や腎移植を受けなければ生きられなくなっ

てしまいます。CKD という概念は腎臓専門医のためではなく、「かか

りつけ医」の先生や患者さんのためにつくられた病名で、いわゆる“隠

れ腎臓病”と呼ばれていた早期の腎機能障害を含めた新たな疾患概念

です。  

 

２．CKD の頻度  

 末期腎不全まで進行して人工透析を受けている患者さんは、毎年 1

万人以上増え続けており、2010 年には 30 万人を突破すると考えられ

ています。言い換えれば、国民の 400 人に 1 人が年間約 500 万円の治

療費を必要とする人工透析を受けており、1 兆円以上の医療費が使用

されています。腎臓病の進行を抑制し、末期腎不全への進展を抑制す

ることが医療政策上も大きな問題となっています。そのために、CKD

という概念が導入されました。我が国での地域健診や職場健診で測定

された血清クレアチニン値から予測すると、日本には約 1,330 万人の

CKD 患者がいるといわれています。これは、成人の約 8 人に 1 人にあ

たる数です。  



３．CKD は血管病変発見の糸口  

 腎臓の機能が 5~10％に低下すると、生命を維持するために透析治療

が必要になります。CKD は末期腎不全に進行するだけではなく、心筋

梗塞や脳卒中といった心血管疾患の重大な危険因子になっていること

が明らかにされてきました。今では腎臓を守ることが、心臓や脳の血

管を守ることにつながります。そのため、CKD を早期に発見・治療し、

動脈硬化の進展を抑制し、心血管疾患を予防することが重要な問題と

なっています。  

 

４．CKD の診断  

 腎臓は腰の辺りに 2 個あり、そらまめのような形をした、握りこぶ

しくらいの大きさです。腎臓は 1 個が 150g ほどの小さな臓器ですが、

心臓から送り出される血液の 20％以上が流れており、毎日 200ℓもの血

液をろ過して、老廃物を尿として体外に排泄し、体の中をきれいに保

ちます。その他にも、体液の量や浸透圧・血圧の調整を行ったり、ナ

トリウム・カリウム・カルシウムなどのミネラルや酸性・アルカリ性

のバランスを保ったり、さらには血液を作るホルモンを分泌する、骨

を健康に保つ、といった多くの働きがあります。私たちの健康におい

て重大な役割を担っており、まさに‘肝腎かなめ’の臓器です。自覚

症状の乏しい CKD の早期発見に役立つのが、尿中のたんぱく質を調べ

る尿検査と、血液中のクレアチニンを調べる血液検査です。クレアチ

ニンとは筋肉からの老廃物のひとつで、通常、腎臓でろ過され、ほと

んどが尿中に排出されます。しかし、腎機能が低下していると、尿中

に排出されずに血液中に蓄積されます。この血清クレアチニン値は筋



肉の量と腎機能により規定されており、年齢と性別が分かれば、腎臓

の働きを推測する計算式を作成することができます。日本腎臓学会で

は日本人の統計から、年齢・性別と血清クレアチニン値から、腎臓の

働きを推測する計算式を作成し、簡単に腎機能を表示できるようにし

ました。それが推算糸球体ろ過量（eGFR）と言う指標で、尿検査で異

常がなくても腎臓の働きが健康な人の 60％以下に低下している場合

は CKD と診断されます。  

 

５．我が国の CKD 対策  

 CKD は国民の健康保持にとって重大な脅威となっているにも関わ

らず、社会的な認知度は低く、また、医療者の中でもその重要性が十

分に認識されているとは言えません。そこで CKD を社会に広く啓発し、

その対策が国民的な規模で推進されるよう働きかけることを目的に、

日本腎臓学会、日本透析医学会、日本小児腎臓病学会の腎臓関連３団

体が共同で、2006 年 6 月 25 日に日本慢性腎臓病対策協議会（ Japan 

Association of CKD Initiative:： J-CKDI）を設立しました。日本慢性腎

臓病対策協議会は、CKD とその合併症の克服のために、関連するあら

ゆる組織（学術団体、行政、市民、患者、など）と協力しながら、啓

発活動を展開しています。さらに、日本腎臓財団や NPO 法人腎臓病早

期発見推進機構（ IKEAJ）も CKD の啓発活動を行っています。  

  

６．世界腎臓の日（World Kidney Day）とは  

 世界的にも末期腎不全患者が増え続けており、CKD の概念を普及し、

“隠れ腎臓病”を早期に発見し、治療するキャンペーンが展開されて



います。「世界腎臓 Day」は腎臓病の早期発見と治療の重要性を啓発

する国際的な取り組みとして、国際腎臓学会（ International Society of 

Nephrology：ISN）と腎臓財団国際協会（ IFKF：International Federation 

of Kidney Foundations）によって共同提案され、毎年 3 月の第 2 週木曜

日に実施することになりました（公式ホームページ：

http://www.worldkidneyday.org/）。 世界腎臓デーには世界の 6 大陸 100

カ国以上の国々でさまざまな啓発キャンペーンが開催され、各国の医

師、コメディカル、患者や患者家族が啓発活動を盛り上げます。   

 

まとめ  

 「慢性腎臓病」は「慢性」の「腎臓病」という解りやすい病名で、

CKD と呼ぶようになりました。この語感が親しみやすいため、医療者

の間では次第に普及してきました。慢性に進行する腎臓の疾患は昔か

ら数多くあり、専門外の医師ですら、わかり難いと言われていました。

そこで、各種の腎臓病を主にたんぱく尿と腎機能を指標として、新た

に CKD という概念で 1 つの病名としました。CKD の概念の導入は「か

かりつけ医」に腎臓病の管理しやすくすることで、末期腎不全患者の

増加を抑制することを目標にしています。同時に、動脈硬化の進展を

予防し、わが国の死亡原因の 2 位、3 位を占める心血管イベント・脳

血管のイベントを抑制することです。不治の病とも言われていた腎臓

病も治療法が発達し、早期に治療を受けることで進行を抑制すること

も可能になっており、すでに国民病となっている CKD に自分が罹患し

ていないか注意して頂きたいと思います。  


